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イインンタターーネネッットト出出願願ににつついいてて

本学の入学試験の出願方法は，「インターネット出願」です。

「「紙紙出出願願」」（募集要項に添付の入学志願票等に直接記入する方法）は行っておりません。

インターネット出願の詳細は，令和６年度学生募集要項に掲載しますので，ご覧ください。
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令令和和６６年年度度上上越越教教育育大大学学入入学学者者選選抜抜要要項項

１１ 入入学学者者受受入入れれのの方方針針（（アアドドミミッッシショョンン・・ポポリリシシーー））
上越教育大学では，「上越教育大学学校教育学部における卒業認定・学位授与，教育課程編成・

実施及び入学者受入れの方針」を策定し，公表しています。
以下に，教育の理念・目的，学校教育学部の目標，入学者受入れの方針（アドミッション・ポリ

シー）を示します。

１１ 教教育育のの理理念念・・目目的的
上越教育大学（以下「本学」という。）は，本学大学憲章に基づき，子供の未来を切り

開くことのできる確かな実践力を備え，我が国の教育を担う中核的・指導的な教員の養成
を目指している。

教員という職業は，豊かな人間性に支えられた専門職である。その専門性には，子供た
ちの学習と生活を支援でき，そして人類の築き上げた文化を全体として理解・把握する，
つまり様々な学問分野の考え方を整理・統合し，人間の文化的営みを理解できる総合的な
資質・能力が求められている。

そのため，本学では，「21世紀を生き抜くための能力（基礎力・思考力・実践力）」を
身につけ，「人間力（優れた人格・豊かな感性・未来創造力）」を備え，さらに「教育実
践力（豊かな教養・高度な専門的知識・優れた教育技術・使命感・創造力・人間愛）」及
び「学び続ける力」を有する教員を養成する。

２２ 学学校校教教育育学学部部のの目目標標
主として初等教育教員の養成に関する社会的要請に応えるべく，深い人間理解と豊かな

学識及び優れた教育技術を備えた教員を養成する。
そのため，教員としての使命感や責任感を育むとともに，社会性や対人関係の力，子供

を理解し学級を運営する力，人文科学・社会科学・自然科学・芸術・スポーツについての
バランスのとれた専門的能力とその指導力など，教員に必要な基本的資質と実践的な能力
を養成する。

３３ 入入学学者者受受入入れれのの方方針針（（アアドドミミッッシショョンン・・ポポリリシシーー））
(1) 本学では，以下に掲げる学生を求めている。

ア 高等学校等における基礎的な知識・技能を十分に修得している。【知識・技能】
イ 物事を多面的かつ論理的に考察することができ，自分の考えを適切な方法で表現

し，他者に伝えることができる。【思考力，判断力，表現力】
ウ 生活や社会，環境の中に問題を見出し，多様な人々と関わりながら，積極的に学

修を進めていくことができる。【主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度】
エ 教員を目指す強い意志を持ち，自分らしい生き方を教職との関係において追究し，

人格及び感性を高めていこうとする態度を備えている。【人間力】

(2) 以上の受入れの方針に基づいて，本学では，一般選抜（前期日程・後期日程）と学
校推薦型選抜の三つの方法により，学力の３要素等を多面的・総合的に評価し，入学
者を選抜する。

学力の３要素等

知識 思考力
主体性を持っ

選抜区分 選抜方法
・ 判断力

て多様な人々
人間力

技能 表現力
と協働して学
ぶ態度

大学入学共通テスト ○ ○
小論文 ○

一般選抜 実技検査（音楽・美
○

（前期日程） 術・体育から選択）
集団面接 ○ ○
調査書 ○

一般選抜
大学入学共通テスト ○ ○

（後期日程）
個別面接 ○ ○
調査書 ○

－1－
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大学入学共通テスト ○ ○

学校推薦型
個別面接 ○ ○

選抜
推薦書 ○ ○ ○
自己推薦書 ○ ○
調査書 ○

○：主な評価項目

※卒卒業業認認定定・・学学位位授授与与のの方方針針（ディプロマ・ポリシー）と教教育育課課程程編編成成・・実実施施のの方方針針（カリキュ
ラム・ポリシー）は，本学ホームページ（https://www.juen.ac.jp/050about/010info/policy/
R04faculty.html）をご覧ください。

２２ 募募集集人人員員
学 部 課 程 入学定員 募 集 人 員 備 考

前 期 日 程 ７７人

学校教育学部
初等教育教員

１６０人 後 期 日 程 ３３人
養成課程

５０人学校推薦型選抜

（注）２年次から，本人の希望と１年次の成績に基づいて，次のいずれかのコースに所属する
ことになります。

学校教育専修（160人）
学校教育コース，教科教育・教科複合コース，幼年教育コース，心理臨床コース

３３ 入入学学者者選選抜抜方方法法
入学者の選抜は，次の方法により行います。

① 一般選抜（前期日程，後期日程）
② 学校推薦型選抜

４４ 出出願願資資格格
((１１)) 一一般般選選抜抜

次のいずれかに該当し，かつ，令和６年度大学入学共通テスト（５教科７科目又は６教科

７科目（理科において「基礎を付した科目」を選択する場合は，５教科８科目又は６教科８

科目））を受験した者です。

① 高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者又は令和６年３月卒業見込みの者

② 通常の課程による12年の学校教育を修了した者又は令和６年３月修了見込みの者

③ 外国において学校教育における12年の課程を修了した者若しくは令和６年３月31日まで

に修了見込みの者又はこれに準ずる者で文部科学大臣の指定したもの

④ 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程又は相当する課程を有するものとして認定

又は指定した在外教育施設の当該課程を修了した者又は令和６年３月31日までに修了見込

みの者

⑤ 専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める基

準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日

以後に修了した者又は令和６年３月修了見込みの者

⑥ 文部科学大臣の指定した者（昭和23年文部省告示第47号）

⑦ 高等学校卒業程度認定試験規則（平成17年文部科学省令第１号）による高等学校卒業程

度認定試験に合格した者（同規則附則第２条の規定による廃止前の大学入学資格検定規程

（昭和26年文部省令第13号）による大学入学資格検定に合格した者を含む。）

⑧ 本学において，個別の入学資格審査により，高等学校を卒業した者と同等以上の学力が

－2－
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あると認めた者で，18歳に達したもの又は令和６年３月31日までに18歳に達するもの

【上記出願資格⑧により出願する場合は，事前に審査を行う必要があります。詳細につい

ては，本学のホームページ（https://www.juen.ac.jp/）でご確認ください。】

((２２)) 学学校校推推薦薦型型選選抜抜

次のいずれかに該当し，かつ，令和６年度大学入学共通テスト（５教科７科目又は６教科

７科目（理科において「基礎を付した科目」を選択する場合は，５教科８科目又は６教科８

科目））を受験する者です。

① 高等学校若しくは中等教育学校を令和４年４月から令和５年３月までに卒業した者又は

令和６年３月卒業見込みの者（学校教育法施行規則第93条第３項及び第103条第１項等の

規定に基づき，令和５年度の学年の途中において高等学校若しくは中等教育学校を卒業し

た者又は卒業見込みの者を含む。）

② 高等専門学校第３学年を令和４年４月から令和５年３月までに修了した者又は令和６年

３月修了見込みの者

③ 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程又は相当する課程を有するものとして認定

又は指定した在外教育施設の当該課程を令和４年４月から令和５年３月までに修了した者

又は令和６年３月31日までに修了見込みの者

－2－ －3－
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５５ 大大学学入入学学共共通通テテスストトのの受受験験をを要要すするる教教科科・・科科目目
一般選抜及び学校推薦型選抜に出願する者は，次に掲げる令和６年度大学入学共通テストの５教科７科

目又は６教科７科目（理科において「基礎を付した科目」を選択する場合は，５教科８科目又は６教科

８科目）の受験を要します。

教科 科目及び科目選択方法

国語 『国語』

地理歴史 ｢世界史Ａ｣,｢世界史Ｂ｣,｢日本史Ａ｣, から１
理科で

｢日本史Ｂ｣,｢地理Ａ｣,｢地理Ｂ｣, 又は２科目
ａ又はｃを

｢現代社会｣,｢倫理｣,｢政治･経済｣,『倫理,政治･経済』 (注1)
選択する場合

公民 は４科目

ａ:｢物理基礎｣,｢化学基礎｣,｢生物基礎｣,｢地学基礎」から２科目

a～dのｂ:｢物理｣,｢化学｣,｢生物｣,｢地学｣から１科目

いずれか

ｂ又はｄを

理科 ｃ:｢物理基礎｣,｢化学基礎｣,｢生物基礎｣,｢地学基礎」から２科目 選択する場合

並びに｢物理｣,｢化学｣,｢生物｣,｢地学｣から１科目 一つ は３科目

ｄ:｢物理｣,｢化学｣,｢生物｣,｢地学｣から２科目 (注2),(注3),(注4)

｢数学Ⅰ｣,『数学Ⅰ・数学Ａ』から１科目

数学 ｢数学Ⅱ｣,『数学Ⅱ・数学Ｂ』,『簿記・会計』, の計２科目

『情報関係基礎』から１科目

外国語 『英語』 (注5)

(注1) 地理歴史においては，同一名称のＡ・Ｂ出題科目，公民においては，同一名称を含む出題科目同士

の選択はできません。

(注2)「理科」でａ又はｂを選択する場合は，「地理歴史，公民」から２科目を選択してください。また，

ｃ又はｄを選択する場合は，「地理歴史，公民」から１科目を選択してください。

(注3) 「地理歴史，公民」で１科目を選択し，「理科」でｃを選択する場合は，理科において同一名称を

付した出題科目（「物理基礎」と「物理」，「化学基礎」と「化学」，「生物基礎」と「生物」，「地学基礎」

と「地学」）の組合せを選択することはできません。ただし，「地理歴史，公民」で２科目を選択し，

「理科」でｃを選択する場合は，この限りではありません。この場合における本学の成績利用方法は，

（注4）２.のとおりです。

(注4)［地理歴史，公民から２科目］，［理科からｃ又はｄにより３科目又は２科目］を受験した場合は，

理科の科目選択方法に応じて，次の３科目（理科の基礎を付した科目（２科目の合計）を用いる場合は

４科目）の成績を用います。

１．理科ｃの科目選択方法で，「物理基礎，化学基礎」と「生物」など，異なる名称を付した出題科

目を受験した場合。

ア［地理歴史，公民の第１解答科目］

イ［地理歴史，公民の第２解答科目］，［理科の基礎を付した科目］,［理科の基礎を付していない科目］

のうち高得点の２科目（理科の基礎を付した科目を用いる場合は３科目）

２．理科ｃの科目選択方法で，「物理基礎」と「物理」など，同一名称を付した出題科目を受験した場合。

ア［地理歴史，公民の第１解答科目］

イ［地理歴史，公民の第２解答科目］

ウ［理科の基礎を付した科目］又は［理科の基礎を付していない科目］のどちらか高得点の科目

３．理科ｄの科目選択方法で受験した場合。

ア［地理歴史，公民の第１解答科目］

イ［理科ｄで受験した科目の第１解答科目］

ウ［地理歴史，公民の第２解答科目］又は［理科ｄで受験した科目の第２解答科目］のどちらか

高得点の科目

(注5) 外国語の英語については，「リーディング」及び「リスニング」を課します。なお，大学入試セン

ターにおいてリスニングを免除された者については，「リーディング」のみを課します。

－4－
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６６ 一一般般選選抜抜

((１１)) 前前期期日日程程

＜＜入入試試方方法法＞＞

① 大学入学共通テスト（５教科７科目又は６教科７科目（理科において「基礎を付した科目」

を選択する場合は，５教科８科目又は６教科８科目））及び実技検査等の成績並びに面接の

評価結果を総合して，入学者を選抜します。

② 実技検査等は，次によるものとします。

ア 小論文

「思考力，判断力，表現力」を評価するため，小論文を課します。

【思考力，判断力，表現力】

物事を多面的かつ論理的に考察することができ，自分の考えを適切な方法で表現し，

他者に伝えることができる。

イ 実技検査

「知識・技能」を評価するため，実技検査（音楽・美術・体育のうちから１科目を選

択）を課します。

【知識・技能】

高等学校等における基礎的な知識・技能を十分に修得している。

音楽…音楽表現の基礎的能力と適性をみます。

美術…造形表現の基礎的能力と適性をみます。

体育…運動の基礎的能力と適性をみます。

③ 面接では，「主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度」と「人間力」を評価するた

め，集団面接試験を行います。

【主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度】

生活や社会，環境の中に問題を見出し，多様な人々と関わりながら，積極的に学修を

進めていくことができる。

【人間力】

教員を目指す強い意志を持ち，自分らしい生き方を教職との関係において追究し，人

格及び感性を高めていこうとする態度を備えている。

④ 面接は，次によるものとします。

ア 面接形式は，受験者５人程度の集団面接とします。

イ 面接は，３人の面接担当者で行います。

ウ 個別質問，プレゼンテーション，集団討論を行います。

エ 面接は，調査書の内容を参考資料としながら総合的に評価します。

⑤ 大学入学共通テストと実技検査等の配点比率は，５：１とします。

配点内訳は，次のとおりです。なお，地理歴史，公民及び理科の配点は，合計300点とし

ます。

大 学 入 学 共 通 テ ス ト 実 技 検 査 等
面接

国語 地理歴史 公民 理科 数学 外国語 計 小論文 実技 計

(英語)

200 100又は200 100 200 200 900 90 90 180 段階評価

又は200 とする

（注１）外国語の英語については，リーディング（100点満点）とリスニング（100点満点）

の合計点（200点満点）とします。

（注２）リスニングを免除された者については，リーディングの得点（100点満点）を200点

満点に換算したものを英語の得点とします。
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⑥ 実技検査等は，令和６年２月25日(日)に行い，面接は，令和６年２月26日(月)に行います。

((２２)) 後後期期日日程程

＜＜入入試試方方法法＞＞

① 大学入学共通テスト（５教科７科目又は６教科７科目（理科において「基礎を付した科目」

を選択する場合は，５教科８科目又は６教科８科目））の成績及び面接の評価結果を総合し

て，入学者を選抜します。

② 面接では，「主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度」と「人間力」を評価するた

め，主に教職への強い関心・意欲と人間性を高めようとする意志に関して質問する個別面接

試験を行います。

【主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度】

生活や社会，環境の中に問題を見出し，多様な人々と関わりながら，積極的に学修を進め

ていくことができる。

【人間力】

教員を目指す強い意志を持ち，自分らしい生き方を教職との関係において追究し，人格及

び感性を高めていこうとする態度を備えている。

③ 面接は，次によるものとします。

ア 面接形式は，個別面接とします。

イ 面接は，３人の面接担当者で行います。

ウ 面接は，調査書の内容を参考資料としながら総合的に評価します。

④ 大学入学共通テストの配点内訳と面接の評価は，次のとおりです。

なお，地理歴史，公民及び理科の配点は，合計300点とします。

大 学 入 学 共 通 テ ス ト
面 接

国 語 地理歴史 公 民 理 科 数 学 外国語 計

(英語)

200 100又は200 100 200 200 900 段階評価とする

又は200

（注１）外国語の英語については，リーディング（100点満点）とリスニング（100点満点）

の合計点（200点満点）とします。

（注２）リスニングを免除された者については，リーディングの得点（100点満点）を200点

満点に換算したものを英語の得点とします。

⑤ 面接は，令和６年３月12日（火）に行います。
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７７ 学学校校推推薦薦型型選選抜抜

＜＜推推薦薦要要件件＞＞

令和４年４月から令和５年３月までに高等学校等を卒業（修了）又は令和６年３月高等学

校等を卒業（修了）見込みの者（「４ 出願資格」参照）で，次の①から③までのすべてに該

当し，かつ，合格した場合は，必ず本学に入学することを確約できる者です。

なお，各出身学校長が推薦できる人数の制限はありません。

① 出身学校長が，初等教育教員になるためにふさわしい意欲，資質，能力，適性等を有す

る者として，責任をもって推薦する者

② 令和６年度大学入学共通テスト（５教科７科目又は６教科７科目（理科において「基礎

を付した科目」を選択する場合は，５教科８科目又は６教科８科目））を受験する者

③ 調査書の全体の学習成績の状況が３．５以上の者

（注） 上記の推薦要件に該当しない者については，出願書類を受理しません。

＜＜入入試試方方法法＞＞

① 出身学校長の推薦に基づき，面接及び令和６年度大学入学共通テスト（５教科７科目又

は６教科７科目（理科において「基礎を付した科目」を選択する場合は，５教科８科目又

は６教科８科目））の成績により，入学者を選抜します。

② 面接では，「主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度」と「人間力」を評価する

ため，高等学校等の段階での経験・活動実績を踏まえて総合的に質問します。

また，推薦書では「知識・技能」と「思考力，判断力，表現力」及び「主体性を持って

多様な人々と協働して学ぶ態度」を，自己推薦書では「主体性を持って多様な人々と協働

して学ぶ態度」と「人間力」を評価します。

【知識・技能】

高等学校等における基礎的な知識・技能を十分に修得している。

【思考力，判断力，表現力】

物事を多面的かつ論理的に考察することができ，自分の考えを適切な方法で表現し，他

者に伝えることができる。

【主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度】

生活や社会，環境の中に問題を見出し，多様な人々と関わりながら，積極的に学修を進

めていくことができる。

【人間力】

教員を目指す強い意志を持ち，自分らしい生き方を教職との関係において追究し，人格

及び感性を高めていこうとする態度を備えている。

③ 面接は，次によるものとします。

ア 面接形式は，個別面接とします。

イ 面接は，３人の面接担当者で行います。

ウ 面接は，推薦書，自己推薦書の内容に加え，調査書の内容を参考資料としながら総合

的に評価します。

④ 大学入学共通テストと面接の配点比率は，10：３とします。

配点内訳は，次のとおりです。なお，地理歴史，公民及び理科の配点は，合計300点とします。

大 学 入 学 共 通 テ ス ト
面 接

国 語 地理歴史 公 民 理 科 数 学 外国語 計

(英語)

200 100又は200 100 200 200 900 270

又は200

（注１）外国語の英語については，リーディング（100点満点）とリスニング

（100点満点）の合計点（200点満点）とします。
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（注２）リスニングを免除された者については，リーディングの得点（100点満点）

を200点満点に換算したものを英語の得点とします。

⑤ 面接の成績が配点の50％未満の場合には，合格者としません。

⑥ 面接は，令和６年１月24日(水)に行います。

＜＜そそのの他他＞＞
学校推薦型選抜に出願する者は，本学の一般選抜にも出願することができます。
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８８ 受受験験上上又又はは修修学学上上のの配配慮慮をを必必要要ととすするる入入学学志志願願者者ととのの事事前前相相談談
本学に入学を志願する者で，障害等があることにより，受験上又は修学上の配慮を必要とする

場合は，次の期日までに本学に必ず申し出てください。

※※ 受受験験上上のの配配慮慮はは必必要要ととししなないい場場合合ででもも，，修修学学上上のの配配慮慮をを必必要要ととすするる者者はは，，必必ずず申申しし出出てて
くくだだささいい。。

※※ 障障害害者者手手帳帳をを交交付付さされれてていいるる者者もも事事前前ににごご相相談談くくだだささいい。。
※※ 期期日日以以降降にに発発生生ししたた不不慮慮のの事事故故等等にによよりり，，受受験験上上又又はは修修学学上上のの配配慮慮をを必必要要ととすするる場場合合はは，，

速速ややかかにに本本学学入入試試課課ままでで連連絡絡ししててくくだだささいい。。

◯ 学校推薦型選抜 … 令和５年11月２日(木)まで
◯ 一般選抜 … 令和５年11月24日(金)まで

９９ 学学生生募募集集要要項項のの発発表表
一般選抜及び学校推薦型選抜についての出願期間，試験日程，試験場，出願手続，その他入学

者選抜に必要な詳細事項は，令令和和５５年年1111月月上上旬旬（（予予定定））に「学学生生募募集集要要項項」により発表します。

1100 学学生生募募集集要要項項等等のの入入手手方方法法
((１１)) 学学生生募募集集要要項項（（PPDDFF版版））はは，，本本学学ホホーームムペペーージジかからら閲閲覧覧・・ダダウウンンロローードドででききまますす。。（（PPDDFF版版

もも冊冊子子体体もも同同じじ内内容容でですす。。））
大大学学案案内内はは，，本本学学ホホーームムペペーージジででごご覧覧いいたただだけけまますす。。
ななおお，，学学生生募募集集要要項項（（入入学学志志願願票票等等はは含含みみまませせんん。。））又又はは大大学学案案内内のの冊冊子子体体をを希希望望すするる場場

合合はは，，次次のの((22))，，((33))，，((44))ののいいずずれれかかでで請請求求ししててくくだだささいい。。

((２２)) テテレレメメーールルでで請請求求すするる
①下記のいずれかの方法でテレメールにアクセスしてください。

上越教育大学のホーム hhttttppss::////wwwwww..jjuueenn..aacc..jjpp//
ページから の「資料請求」からアクセス

テレメールのホームペ
hhttttppss::////tteelleemmaaiill..jjpp

ージから

②請求を希望する資料請求番号（６桁）を入力してください。

料金
資料名 資料請求番号 （送料含む） 発送開始日

大学案内 ５５６６２２７７００２２ １８０円 随時発送中
学生募集要項 ５５８８２２７７００２２ １８０円 11月上旬
学生募集要項 ＋ 大学案内 ５５４４２２７７００２２ ２１５円 11月上旬

③あとはガイダンスに従ってください。
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※注 ・資料は通常，発送日からおおむね３～５日後でお届けできます。ただし，土日や祝日の配達はありません。

また，地域や郵便事情によってはお届けに１週間程かかる場合があります。

なお，16時までの受付は当日発送，16時以降の受付は翌日発送となります。

・発送開始日以前に請求された資料は予約受付となり，発送開始日に一斉に発送します。

・随時発送の資料が1週間以上（予約受付の資料は発送開始日から1週間以上）経っても届かない場合は，テレ

メールカスタマーセンターまでお問い合わせください。

・資料請求終了時および受付確認メール内で告知される10桁の「受付番号」は，資料到着まで保管しておいて

ください。

・料金のお支払いは資料到着後の後払いです。お届けする資料に同封の料金支払い用紙をご確認の上，資料到

着後２週間以内に表示料金をお支払いください。

なお，支払い手数料が別途必要です（コンビニ払い及びスマホアプリの請求書支払い（LINE Pay，au PAY）

は118円。携帯キャリア払い，PayPay及びクレジットカード払いは30円｡）｡

また，複数資料の料金をまとめて支払うこともできます。

■テテレレメメーールルででのの請請求求方方法法ににつついいててののおお問問いい合合わわせせはは
テテレレメメーールルカカススタタママーーセセンンタターー

電電話話 005500--88660011--00110022（（99::3300～～1188::0000））ままでで

((３３)) モモババっっちちょょでで請請求求すするる
①下記のいずれかの方法でモバっちょにアクセスしてください。

上越教育大学のホーム hhttttppss::////wwwwww..jjuueenn..aacc..jjpp//
ページから の「資料請求」からアクセス

モバっちょのホームペ
hhttttppss::////ddjjcc--mmbb..jjpp//jjuueenn//

ージから

②料金は以下のとおりです。（※料金は変更となる場合があります。）

料金
資料名

（送料含む）
発送開始日

大学案内 ２５０円 随時発送中
学生募集要項 ２５０円 11月上旬
学生募集要項 ＋ 大学案内 ３５０円 11月上旬

※注 ・お支払い時，資料毎に支払い手数料が必要です。（携帯・スマホ払い，クレジットカード決済は50円，

コンビニ後払いは126円）

・土日や祝日の配達はありません。

■モモババっっちちょょででのの請請求求方方法法ににつついいててののおお問問いい合合わわせせはは
大大学学情情報報セセンンタターー株株式式会会社社 モモババっっちちょょカカススタタママーーセセンンタターー

電電話話 005500--33554400--55000055（（平平日日1100::0000～～1188::0000））ままでで

((４４)) 本本学学へへのの直直接接請請求求
直直接接来来学学さされれるるかか，，上上越越教教育育大大学学入入試試課課 電電話話002255--552211--33229944（（平平日日99::0000～～1177::0000（（夏夏季季一一斉斉

休休業業（（８８月月1144日日かからら８８月月1166日日ままでで））及及びび年年末末年年始始（（1122月月2299日日かからら１１月月３３日日ままでで））をを除除くく。。））））
ででおお問問いい合合わわせせくくだだささいい。。

直直接接来来学学さされれるる場場合合はは，，本本学学入入試試課課でで配配布布ししてていいまますす。。
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1111 出出願願方方法法
本学の入学試験の出願方法は，「「イインンタターーネネッットト出出願願」」です。
「「紙紙出出願願」」（募集要項に添付の入学志願票等に直接記入する方法）は行っておりません。
インターネット出願では，学生募集要項（冊子体）の取り寄せが不要（PDFで公開します）と

なり，Web入力に際してエラーチェック機能により願書の記入誤りが防げます。また，検定料の
支払方法としてコンビニエンスストアやクレジットカード等の利用が可能です。

ご利用にあたってはメールアドレス・パソコン（インターネット接続済）・プリンター（Ａ４出力）
が必要です。

インターネット出願において，必要事項の登録及び検定料の支払いを行っただけでは出願手続完了
ではありません。出願に必要な書類を郵送する必要があります。出願書類の提出期限（必着）
をよく確認し，郵送に要する日数を考慮したうえで期限に間に合うよう手続きしてください。

なお，事情によりインターネットを利用することができない方は，本学入試課へご連絡ください。

＜インターネット出願の流れ＞

出出願願ササイイトト登登録録
・入学志願票の印刷

・アカウントの登録

＋
郵送又は持参

・出願内容の登録
・大学入学共通テスト 出願手続きの完了

・検定料の支払い
成績請求票，調査書

などの必要書類

出願前に必要書類の事前準備をお願いします。（調査書等）

・大学入学共通テスト成績請求票
・調査書
・顔写真データ（JPEGのみ 100KB以上３MBまで）
・推薦書（学校推薦型選抜のみ）
・自己推薦書（学校推薦型選抜のみ）

① インターネット出願サイトへアクセス

本学入試情報ホームページ
→ https://www.juen.ac.jp/060admissions/020faculty/index.html にある，

「インターネット出願サイト」のバナーからアクセス。

※ 「インターネット出願登録期間」以外は出願登録はできません。

② 出願期間
インターネット出願登録期間

出願書類提出期限及び検定料支払期間

令和５年12月１日(金)10時から学校推薦型選抜
令和５年12月８日(金)15時まで

令和５年12月８日(金)17時まで

一般選抜
令和６年１月22日(月)10時から 令和６年２月２日(金)17時まで前期日程 令和６年２月２日(金)15時まで

後期日程

詳細については，学生募集要項（11月上旬発表予定，本学ホームページに掲載）で
ご確認ください。

－10－ －11－
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1122－－11
令和６年度上越教育大学入学者選抜方法等

（一般選抜，専門学科･総合学科卒業生選抜，総合型選抜）

選 抜 一 般 選 抜

方法等 専 門 学 科 ・ 総 合 学 科 卒 業 生 選 抜

実 技 検 査 等 ２ 段 階 選 抜

主として，調 第１段階の選抜 実 技 検 査 等

外 国 語
査書の内容と による合格者数 一般選抜 備 考

個 別 学
に お け

大学入学共通
外 国 語 総合型選抜 の 日 程 欠員の

力 検 査
実 技 検 面 接 を 小 論 文 る リ ス

テストの成績 個 別 学
に お け 募 集

補充の

を 課 す
査 を 課 を 課 す ニ ン グ

により第１段 力 検 査
実 技 検 面 接 を 小 論 文 る リ ス

方法等

る
す る 行 う る を 課 す

階 選 抜 を 行 定 員 に を 課 す
査 を 課 を 課 す ニ ン グ 人 員

る
い，その合格 対 す る そ の 他 る

す る 行 う る を 課 す
者について更 倍 率

る
学部・ に必要な検査

学科名 等を行う

学 前
令和６年

校 ２月２５日

教 期
（日）

育 ×× ○○ ○○ ○○ ×× ～
学 日 （注）

２月２６日

部 （月） 入 学 定 員
・ 程

に 欠 員 が
初

生 じ た 場
等 ×× ×× ×× ×× ×× ×× ×× ×× ×× ××

合 に は ,
教

追 加 合 格
育 後

を 行 う ｡
教

員 期 令和６年

養 ×× ×× ○○ ×× ×× ３月１２日

成 日 （火）

課

程 程

（注） 前期日程の実技検査は，音楽，美術，体育のうちから１科目を選択してください。

－12－
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1122－－22
令和６年度上越教育大学入学者選抜方法等（特別選抜）

選 抜 学 校 推 薦 型 選 抜

方法等
帰国生徒選抜・ そ

入学定員の一部について，出身学校長の推薦に基づき，学力検査
私

社会人選抜
を免除し推薦書，自己推薦書，調査書（参考資料とする）を主な

費

の
資料として判定する

外

国

他
実 技 検 査 等

人

帰
中

社 備 考
個別学力 個別学力

学校推薦型 留
国

の
検査を免 検査及び 外国語

選抜 学

国
引

除し，大 大学入学
実技検 面接を 小論文

におけ
募集人員 生

揚
会 入

学入学共 共通テス
査を課 を課す

るリス
その他

の

生
者

通テスト トを免除
する 行う る

ニング
入

等
試

学部・ を課する する を課す
試

徒
生

人
学科名 る 徒

学

校

教

育

学

部

・

初

等 ○○ ×× ×× ○○ ×× ×× ×× ５０人 ×× ×× ×× ×× ××

教

育

教

員

養

成

課

程

－12－ －13－



1133
令
和
６
年
度
上
越
教
育
大
学
入
学
者
選
抜
の
実
施
教
科
・
科
目
等
に
つ
い
て

学
部

・
学

科
等

名
学

力
検

大
学

入
学

共
通

テ
ス

ト
の

個
別

学
力

検
査

等
大

学
入

学
共

通
テ

ス
ト

・
個

別
学

力
検

査
等

の
配

点
等

及
び

入
学

定
員

等
査

等
の

利
用

教
科

・
科

目
名

特
別

の
区

分
・

教
科

等
科

目
名

等
２

段

試
験

の
区

分
国

語
地

理
公

民
数

学
理

科
外

国
語

小
論

文
実

技
面

接
配

点
選

抜
方

令
和

５
年

度
日

程
教

科
目

及
び

科
目

選
択

方
法

階
選

歴
史

(
英

語
)

検
査

合
計

法
等

志
願

倍
率

科
抜

学
校

教
育

学
部

前
期

国
『

国
語

』
そ

の
他
小
論
文

＊
1
0
0

＊
1
0
0

学
校

推
語

2
0
0

又
は

2
0
0

又
は

2
0
0

9
0
0

薦
型

選
初

等
教

育
教

員
２

月
2
5
日

実
技
検
査

共
通

テ
ス

ト
＊

2
0
0

＊
2
0
0

抜
養

成
課

程
～

地
理

｢
世

界
史

Ａ
｣
,
｢
世

界
史

Ｂ
｣
,
｢
日

本
史

Ａ
｣
,

理
科

で
(
音
楽
，

２
月

2
6
日

歴
史

｢
日

本
史

Ｂ
｣
,
｢
地

理
Ａ

｣
,
｢
地

理
Ｂ

｣
,

か
ら

１
a
又

は
ｃ

を
美
術
，

追
加

合
前

期
7
7

又
は

２
科

目
選

択
す

る
場

合
体
育

格
後

期
3
3

公
｢
現

代
社

会
｣
,
｢
倫

理
｣
,
｢
政

治
･
経

済
｣
,
『

倫
理

,
政

治
･
経

済
』

(
注

１
)

は
４

科
目

か
ら
１
)

個
別

学
力

検
査

等
9
0

9
0

◎
1
8
0

そ
の

他
5
0

民

[
４

．
８

]
ａ

:
｢
物

理
基

礎
｣
,
｢
化

学
基

礎
｣
,
｢
生

物
基

礎
｣
,
｢
地

学
基

礎
」

か
ら

２
科

目
ｂ

又
は

ｄ
を

面
接

理
ｂ

:
｢
物

理
｣
,
｢
化

学
｣
,
｢
生

物
｣
,
｢
地

学
｣
か

ら
１

科
目

a
～
d
の

選
択

す
る

場
合

＊
1
0
0

＊
1
0
0

科
ｃ

:
｢
物

理
基

礎
｣
,
｢
化

学
基

礎
｣
,
｢
生

物
基

礎
｣
,
｢
地

学
基

礎
」

か
ら

２
科

目
い

ず
れ

か
は

３
科

目
計

2
0
0

又
は

2
0
0

又
は

2
0
0

9
0

9
0

1
0
8
0

並
び

に
｢
物

理
｣
,
｢
化

学
｣
,
｢
生

物
｣
,
｢
地

学
｣
か

ら
１

科
目

一
つ

＊
2
0
0

＊
2
0
0

ｄ
:
｢
物

理
｣
,
｢
化

学
｣
,
｢
生

物
｣
,
｢
地

学
｣
か

ら
２

科
目

(
注

２
)
(
注

３
)
(
注

４
)

後
期

そ
の

他
面

接
＊

1
0
0

＊
1
0
0

数
｢
数

学
Ⅰ

｣
,
『

数
学

Ⅰ
・

数
学

Ａ
』

か
ら

１
科

目
又

は
又

は
３

月
1
2
日

学
｢
数

学
Ⅱ

｣
,
『

数
学

Ⅱ
・

数
学

Ｂ
』

,
『

簿
記

・
会

計
』

,
の

計
２

科
目

共
通

テ
ス

ト
2
0
0

＊
2
0
0

2
0
0

＊
2
0
0

2
0
0

9
0
0

『
情

報
関

係
基

礎
』

か
ら

１
科

目

『
英
語
』

(
注

５
)

個
別

学
力

検
査

等
外

◎

国 語
＊

1
0
0

＊
1
0
0

計
2
0
0

又
は

2
0
0

又
は

2
0
0

9
0
0

＊
2
0
0

＊
2
0
0

【
大

学
入

学
共

通
テ

ス
ト

の
利

用
教

科
・

科
目

名
】

欄
(
注

1
)

地
理

歴
史

に
お

い
て

は
，

同
一

名
称

の
Ａ

・
Ｂ

出
題

科
目

，
公

民
に

お
い

て
は

，
同

一
名

称
を

含
む

出
題

科
目

同
士

の
選

択
は

で
き

ま
せ

ん
。

(
注

2
)

「
理

科
」

で
ａ

又
は

ｂ
を

選
択

す
る

場
合

は
，
「

地
理

歴
史

，
公

民
」

か
ら

２
科

目
を

選
択

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
，

ｃ
又

は
ｄ

を
選

択
す

る
場

合
は

，
「

地
理

歴
史

，
公

民
」

か
ら

１
科

目
を

選
択

し
て

く
だ

さ
い

。
(
注

3
)
「

地
理

歴
史

，
公

民
」

で
１

科
目

を
選

択
し

，
「

理
科

」
で

ｃ
を

選
択

す
る

場
合

は
，

理
科

に
お

い
て

同
一

名
称

を
付

し
た

出
題

科
目

（
「

物
理

基
礎

」
と

「
物

理
」

，
「

化
学

基
礎

」
と

「
化

学
」

，
「

生
物

基
礎

」
と

「
生

物
」

，
「

地
学

基
礎

」
と

「
地

学
」

）
の

組
合

せ
を

選
択

す
る

こ
と

は
で

き
ま

せ
ん

。
た

だ
し

，
「

地
理

歴
史

，
公

民
」

で
２

科
目

を
選

択
し

，
「

理
科

」
で

ｃ
を

選
択

す
る

場
合

は
，

こ
の

限
り

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

こ
の

場
合

に
お

け
る

本
学

の
成

績
利

用
方

法
は

，
（

注
4
）

２
．

の
と

お
り

で
す

。
(
注

4
)
［

地
理

歴
史

，
公

民
か

ら
２

科
目

］
，

［
理

科
か

ら
ｃ

又
は

ｄ
に

よ
り

３
科

目
又

は
２

科
目

］
を

受
験

し
た

場
合

は
，

理
科

の
科

目
選

択
方

法
に

応
じ

て
，

次
の

３
科

目
（

理
科

の
基

礎
を

付
し

た
科

目
（

２
科

目
の

合
計

）
を

用
い

る
場

合
は

４
科

目
）

の
成

績
を

用
い

ま
す

。
１

．
理

科
ｃ

の
科

目
選

択
方

法
で

，
「

物
理

基
礎

，
化

学
基

礎
」

と
「

生
物

」
な

ど
，

異
な

る
名

称
を

付
し

た
出

題
科

目
を

受
験

し
た

場
合

。
ア

［
地

理
歴

史
，

公
民

の
第

１
解

答
科

目
］

イ
［

地
理

歴
史

，
公

民
の

第
２

解
答

科
目

］
，
［

理
科

の
基

礎
を

付
し

た
科

目
］

,
［

理
科

の
基

礎
を

付
し

て
い

な
い

科
目

］
の

う
ち

高
得

点
の

２
科

目
（

理
科

の
基

礎
を

付
し

た
科

目
を

用
い

る
場

合
は

３
科

目
）

２
．

理
科

ｃ
の

科
目

選
択

方
法

で
，
「

物
理

基
礎

」
と

「
物

理
」

な
ど

，
同

一
名

称
を

付
し

た
出

題
科

目
を

受
験

し
た

場
合

。
ア

［
地

理
歴

史
，

公
民

の
第

１
解

答
科

目
］

イ
［

地
理

歴
史

，
公

民
の

第
２

解
答

科
目

］
ウ

［
理

科
の

基
礎

を
付

し
た

科
目

］
又

は
［

理
科

の
基

礎
を

付
し

て
い

な
い

科
目

］
の

ど
ち

ら
か

高
得

点
の

科
目

３
．

理
科

ｄ
の

科
目

選
択

方
法

で
受

験
し

た
場

合
。

ア
［

地
理

歴
史

，
公

民
の

第
１

解
答

科
目

］
イ

［
理

科
ｄ

で
受

験
し

た
科

目
の

第
１

解
答

科
目

］
ウ

［
地

理
歴

史
，

公
民

の
第

２
解

答
科

目
］

又
は

［
理

科
ｄ

で
受

験
し

た
科

目
の

第
２

解
答

科
目

］
の

ど
ち

ら
か

高
得

点
の

科
目

(
注

5
)

外
国

語
の

英
語

に
つ

い
て

は
，
「

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

」
及

び
「

リ
ス

ニ
ン

グ
」

を
課

し
ま

す
。

な
お

，
大

学
入

試
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
リ

ス
ニ

ン
グ

を
免

除
さ

れ
た

者
に

つ
い

て
は

，
「

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

」
の

み
を

課
し

ま
す

。

【
個

別
学

力
検

査
等

】
欄

前
期

日
程

の
実

技
検

査
は

，
音

楽
，

美
術

，
体

育
の

う
ち

か
ら

１
科

目
を

選
択

し
て

く
だ

さ
い

。

【
大

学
入

学
共

通
テ

ス
ト

・
個

別
学

力
検

査
等

の
配

点
等

】
欄

①
配

点
に

＊
印

を
付

し
て

あ
る

教
科

は
，

選
択

教
科

を
表

し
ま

す
。

②
地

理
歴

史
，

公
民

及
び

理
科

の
配

点
は

，
合

計
3
0
0
点

と
し

ま
す

。
③

外
国

語
の

英
語

に
つ

い
て

は
，

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

（
1
0
0
点

満
点

）
と

リ
ス

ニ
ン

グ
（

1
0
0
点

満
点

）
の

合
計

点
（

2
0
0
点

満
点

）
と

し
ま

す
。

④
リ

ス
ニ

ン
グ

を
免

除
さ

れ
た

者
に

つ
い

て
は

，
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
の

得
点

（
1
0
0
点

満
点

）
を

2
0
0
点

満
点

に
換

算
し

た
も

の
を

英
語

の
得

点
と

し
ま

す
。

⑤
前

期
日

程
及

び
後

期
日

程
に

お
け

る
個

別
学

力
検

査
等

の
面

接
（

◎
）

は
，

段
階

評
価

と
し

ま
す

。

-14-－14－
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1144
令和６年度特別選抜方法等（学校推薦型選抜） 上越教育大学

実施学部・学科名 学校教育学部 初等教育教員養成課程

募 集 人 員 ５０人

令和４年４月から令和５年３月までに高等学校等を卒業（修了）又は令和６年３月高等学校等を卒業（修了）見
込みの者（「４ 出願資格」参照）で，次の①から③までのすべてに該当し，かつ，合格した場合は，必ず本学に入
学することを確約できる者です。なお，各出身学校長が推薦できる人数の制限はありません。

① 出身学校長が，初等教育教員になるためにふさわしい意欲，資質，能力，適性等を有する者として，責任を
もって推薦する者

② 令和６年度大学入学共通テスト（５教科７科目又は６教科７科目（理科において「基礎を付した科目」を選
択する場合は，５教科８科目又は６教科８科目））を受験する者

③ 調査書の全体の学習成績の状況が３．５以上の者

※ 大学入学共通テストで受験を要する教科・科目
教 科 科目及び科目選択方法
国 語 『国語』

地理歴史
｢世界史Ａ｣,｢世界史Ｂ｣,｢日本史Ａ｣, から１ 理科で
｢日本史Ｂ｣,｢地理Ａ｣,｢地理Ｂ｣, 又は２科目 ａ又はｃを

公 民 ｢現代社会｣,｢倫理｣,｢政治･経済｣,『倫理,政治･経済』 (注1) 選択する場合
ａ:｢物理基礎｣,｢化学基礎｣,｢生物基礎｣,｢地学基礎」から は４科目

２科目 a～dの
理 科

ｂ:｢物理｣,｢化学｣,｢生物｣,｢地学｣から１科目 いずれか
ｂ又はｄを

ｃ:｢物理基礎｣,｢化学基礎｣,｢生物基礎｣,｢地学基礎」から 選択する場合

２科目並びに｢物理｣,｢化学｣,｢生物｣,｢地学｣から１科目
一つ は３科目

ｄ:｢物理｣,｢化学｣,｢生物｣,｢地学｣から２科目 (注2),(注3),(注4)
｢数学Ⅰ｣,『数学Ⅰ・数学Ａ』から１科目

数 学 ｢数学Ⅱ｣,『数学Ⅱ・数学Ｂ』,『簿記・会計』, の計２科目
『情報関係基礎』から１科目

外国語 『英語』 (注5)
出 願 要 件 (注1) 地理歴史においては，同一名称のＡ・Ｂ出題科目，公民においては，同一名称を含む出題科目同士の選択は

できません。
(注2) 「理科」でａ又はｂを選択する場合は，「地理歴史，公民」から２科目を選択してください。また，ｃ又はｄ

を選択する場合は，「地理歴史，公民」から１科目を選択してください。
(注3)「地理歴史，公民」で１科目を選択し，「理科」でｃを選択する場合は，理科において同一名称を付した出題

科目（「物理基礎」と「物理」，「化学基礎」と「化学」，「生物基礎」と「生物」，「地学基礎」と「地学」）の組
合せを選択することはできません。ただし，「地理歴史，公民」で２科目を選択し，「理科」でｃを選択する場
合は，この限りではありません。この場合における本学の成績利用方法は，（注4）２．のとおりです。

(注4)［地理歴史，公民から２科目］，［理科からｃ又はｄにより３科目又は２科目］を受験した場合は，理科の科目
選択方法に応じて，次の３科目（理科の基礎を付した科目（２科目の合計）を用いる場合は４科目）の成績を
用います。

１．理科ｃの科目選択方法で，「物理基礎，化学基礎」と「生物」など，異なる名称を付した出題科目を受験した
場合。

ア［地理歴史，公民の第１解答科目］
イ［地理歴史，公民の第２解答科目］，［理科の基礎を付した科目］,［理科の基礎を付していない科目］

のうち高得点の２科目（理科の基礎を付した科目を用いる場合は３科目）
２．理科ｃの科目選択方法で，「物理基礎」と「物理」など，同一名称を付した出題科目を受験した場合。

ア［地理歴史，公民の第１解答科目］
イ［地理歴史，公民の第２解答科目］
ウ［理科の基礎を付した科目］又は［理科の基礎を付していない科目］のどちらか高得点の科目

３．理科ｄの科目選択方法で受験した場合。
ア［地理歴史，公民の第１解答科目］
イ［理科ｄで受験した科目の第１解答科目］
ウ［地理歴史，公民の第２解答科目］又は［理科ｄで受験した科目の第２解答科目］のどちらか高得点の科目

(注5) 外国語の英語については，「リーディング」及び「リスニング」を課します。なお，大学入試センターにおい
てリスニングを免除された者については，「リーディング」のみを課します。

(1) 出身学校長の推薦に基づき，面接及び大学入学共通テスト（５教科７科目又は６教科７科目（理科において「基
礎を付した科目」を選択する場合は，５教科８科目又は６教科８科目））の成績により，入学者を選抜します。

(2) 面接では，特に「主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度」と「人間力」を評価するため，高等学校等
の段階での経験・活動実績を踏まえて総合的に質問します。

また，推薦書では「知識・技能」と「思考力，判断力，表現力」及び「主体性を持って多様な人々と協働して
学ぶ態度」を，自己推薦書では「主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度」と「人間力」を評価します。

(3) 面接は，次によるものとします。
ア 面接形式は，個別面接とします。
イ 面接は，３人の面接担当者で行います。
ウ 面接は，推薦書，自己推薦書の内容に加え，調査書の内容を参考資料としながら総合的に評価します。

(4) 大学入学共通テストと面接の配点比率は，10：３とします。
配点内訳は，次のとおりです。なお，地理歴史，公民及び理科の配点は，合計300点とします。

入 試 方 法 等

大 学 入 学 共 通 テ ス ト
国 語 地理歴史 公 民 理 科 数 学 外国語 計 面 接

(英語)
200 100又は200 100 200 200 900 270

又は200
（注１）外国語の英語については，リーディング（100点満点）とリスニング（100点満点）の合計点

（200点満点）とします。
（注２）リスニングを免除された者については，リーディングの得点（100点満点）を200点満点に換

算したものを英語の得点とします。
(5) 面接の成績が配点の50％未満の場合には，合格者としません。

出 願 期 間 令和５年12月１日(金) ～ 令和５年12月８日(金)

入 試 期 日 令和６年１月24日(水)

合 格 発 表 日 令和６年２月13日(火)

そ の 他 学校推薦型選抜に出願する者は，本学の一般選抜にも出願することができます。1133
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し

た
も

の
を

英
語

の
得

点
と

し
ま

す
。

⑤
前

期
日

程
及

び
後

期
日

程
に

お
け

る
個

別
学

力
検

査
等

の
面

接
（

◎
）

は
，

段
階

評
価

と
し

ま
す

。
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